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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報処理機器とポートリプリケータとからなる情報処理システムであって、
前記情報処理機器は、
　前記情報処理機器の本体に接続しており開閉可能な表示装置と、
　電力を受電する電力受電端子と、
　受電した電力を制御する電源制御部と、
　前記情報処理機器に電力を供給するための電源スイッチと、
を備え、
前記ポートリプリケータは、
　情報を送信又は受信することが可能な複数のコネクタと、
　電力を受電する電力受電端子と、
　前記情報処理機器に電力を供給するための電源スイッチと、
を備え、
　前記情報処理機器の電源スイッチもしくは前記ポートリプリケータの電源スイッチの少
なくとも１つをＯＮにすることにより、前記情報処理機器の電源制御部を介して、前記情
報処理機器に電力が供給され、
　前記電源制御部は、前記情報処理機器と前記ポートリプリケータとが接続されている場
合に、前記ポートリプリケータの電力受電端子から受電された電力を、特定の電圧に設定
した後、前記ポートリプリケータに出力する
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ことを特徴とする情報処理システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報処理システムであって、
　前記情報処理機器の電源スイッチは、前記表示装置が閉じている場合に、前記表示装置
により隠される位置に配置されている
ことを特徴とする情報処理システム。
【請求項３】
　ポートリプリケータと接続可能な情報処理機器であって、
前記情報処理機器は、
　前記情報処理機器の本体に接続しており開閉可能な表示装置と、
　電力を受電する電力受電端子と、
　受電した電力を制御する電源制御部と、
　前記情報処理機器に電力を供給するための電源スイッチと、
を備え、
前記ポートリプリケータは、
　情報を送信又は受信することが可能な複数のコネクタと、
　電力を受電する電力受電端子と、
　前記情報処理機器に電力を供給するための電源スイッチと、
を備え、
　前記情報処理機器の電源スイッチもしくは前記ポートリプリケータの電源スイッチの少
なくとも１つをＯＮにすることにより、前記情報処理機器の電源制御部を介して、前記情
報処理機器に電力が供給され、
　前記電源制御部は、前記情報処理機器と前記ポートリプリケータとが接続されている場
合に、前記ポートリプリケータの電力受電端子から受電された電力を、特定の電圧に設定
した後、前記ポートリプリケータに出力する
ことを特徴とする情報処理機器。
【請求項４】
　請求項３に記載の情報処理機器であって、
　前記情報処理機器の電源スイッチは、前記表示装置が閉じている場合に、前記表示装置
により隠される位置に配置されている
ことを特徴とする情報処理機器。
【請求項５】
　情報処理機器と接続可能なポートリプリケータであって、
前記情報処理機器は、
　前記情報処理機器の本体に接続しており開閉可能な表示装置と、
　電力を受電する電力受電端子と、
　受電した電力を制御する電源制御部と、
　前記情報処理機器に電力を供給するための電源スイッチと、
を備え、
前記ポートリプリケータは、
　情報を送信又は受信することが可能な複数のコネクタと、
　電力を受電する電力受電端子と、
　前記情報処理機器に電力を供給するための電源スイッチと、
を備え、
　前記情報処理機器の電源スイッチもしくは前記ポートリプリケータの電源スイッチの少
なくとも１つをＯＮにすることにより、前記情報処理機器の電源制御部を介して、前記情
報処理機器に電力が供給され、
　前記電源制御部は、前記情報処理機器と前記ポートリプリケータとが接続されている場
合に、前記ポートリプリケータの電力受電端子から受電された電力を、特定の電圧に設定
した後、前記ポートリプリケータに出力する
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ことを特徴とするポートリプリケータ。
【請求項６】
　請求項５に記載のポートリプリケータであって、
　前記情報処理機器の電源スイッチは、前記表示装置が閉じている場合に、前記表示装置
により隠される位置に配置されている
ことを特徴とするポートリプリケータ。
【請求項７】
　情報処理機器とポートリプリケータとからなる情報処理システムにおける電力供給方法
であって、
前記情報処理機器は、
　前記情報処理機器の本体に接続しており開閉可能な表示装置と、
　電力を受電する電力受電端子と、
　受電した電力を制御する電源制御部と、
　前記情報処理機器に電力を供給するための電源スイッチと、
を備え、
前記ポートリプリケータは、
　情報を送信又は受信することが可能な複数のコネクタと、
　電力を受電する電力受電端子と、
　前記情報処理機器に電力を供給するための電源スイッチと、
を備え、
　前記情報処理機器の電源スイッチもしくは前記ポートリプリケータの電源スイッチの少
なくとも１つをＯＮにすることにより、前記情報処理機器の電源制御部を介して、前記情
報処理機器に電力を供給し、
　前記電源制御部は、前記情報処理機器と前記ポートリプリケータとが接続されている場
合に、前記ポートリプリケータの電力受電端子から受電された電力を、特定の電圧に設定
した後、前記ポートリプリケータに出力する
ことを特徴とする電力供給方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の電力供給方法であって、
　前記情報処理機器の電源スイッチは、前記表示装置が閉じている場合に、前記表示装置
により隠される位置に配置されている
ことを特徴とする電力供給方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポータブルコンピュータ等の情報処理装置本体と、この本体の機能を拡張す
る装置と、を備えている情報処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の情報処理装置としては、ＣＰＵ、キーボード、表示装置を有している本体と、フ
レキシブルディスクドライブ（以下、ＦＤ・Ｄとする）等の外部記憶装置を有しているフ
ァイルベースステーションと、を備えているものがある。この情報処理装置は、通常、フ
ァイルベースステーションの上に本体が置かれ、両者が接続されている状態で利用され、
操作者の移動時には、ファイルベースステーションから本体を離して、本体のみが利用さ
れる。このファイルベースステーションには、各種外部機器との信号接続のための多数の
コネクタが設けられ、本体は、外部機器との信号接続のためのコネクタ等の数量が必要最
小限に抑えられている。このように、ファイルベースステーションに多数のコネクタ等が
設けられているのは、仮に、本体と複数の外部機器とがコネクタを介してケーブル接続さ
れていると、操作者がどこか他の場所へ移動するために、本体をファイルベースステーシ
ョンから離して、本体のみを使用する場合、本体のコネクタに接続されている複数のケー
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ブルを一々外す必要が生じるからである。
【０００３】
　このように、従来技術では、情報処理装置を本体と他の装置（ここでは、ファイルベー
スステーション）との二体で構成し、二体のうち、一方の本体の機能を最小限に留め、他
方の装置に拡張させるべき機能を持たせて、情報処理装置としての機能を高める一方で、
本体の携帯性を維持している。ここで、情報処理装置を本体と他の装置の二体で構成する
技術がある（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平８－１２３５８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、以上の従来技術では、移動先において、情報処理装置本体と共に外部記
憶装置を必要とし、本体と共にファイルベースステーションを持って行く場合、ファイル
ベースステーションの多数のコネクタに接続されている多数のケーブルを外さなくてはな
らず、はなはだ手間がかかるという問題点がある。
【０００６】
　本発明は、このような従来の問題点について着目してなされたもので、本体の携帯性を
維持した情報処理機器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的は、その一例として特許請求の範囲に記載の構成により達成できる。
【発明の効果】
【００３４】
　本発明によれば、
　情報処理機器とポートリプリケータとからなる情報処理システムであって、
前記情報処理機器は、
　前記情報処理機器の本体に接続しており開閉可能な表示装置と、
　電力を受電する電力受電端子と、
　受電した電力を制御する電源制御部と、
　前記情報処理機器に電力を供給するための電源スイッチと、
を備え、
前記ポートリプリケータは、
　情報を送信又は受信することが可能な複数のコネクタと、
　電力を受電する電力受電端子と、
　前記情報処理機器に電力を供給するための電源スイッチと、
を備え、
　前記情報処理機器の電源スイッチもしくは前記ポートリプリケータの電源スイッチの少
なくとも１つをＯＮにすることにより、前記情報処理機器の電源制御部を介して、前記情
報処理機器に電力が供給され、
　前記電源制御部は、前記情報処理機器と前記ポートリプリケータとが接続されている場
合に、前記ポートリプリケータの電力受電端子から受電された電力を、特定の電圧に設定
した後、前記ポートリプリケータに出力する
ことを特徴とする情報処理システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】情報処理装置の未接続時の斜視図。
【図２】情報処理装置の接続時の斜視図。
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【図３】情報処理装置の回路ブロック図。
【図４】情報処理装置の電源系統の回路ブロック図。
【図５】情報処理装置本体の平面図（表示装置が開状態）。
【図６】情報処理装置本体の正面図（図５におけるＩＶ矢視図）。
【図７】情報処理装置本体の背面図（表示装置が閉状態）。
【図８】情報処理装置本体の左側面図（表示装置が閉状態）。
【図９】情報処理装置本体の右側面図（図５におけるＩＸ矢視図）。
【図１０】情報処理装置本体の平面配置図。
【図１１】情報処理装置本体の正面配置図。
【図１２】情報処理装置本体の背面配置図。
【図１３】情報処理装置本体の左側面配置図。
【図１４】ファイルベースステーションの平面図。
【図１５】ファイルベースステーションの正面図。
【図１６】ファイルベースステーションの背面図。
【図１７】ファイルベースステーションの左側面図。
【図１８】図１４におけるＸVIII－ＸVIII線断面図。
【図１９】図１４におけるＸIX－ＸIX線断面図。
【図２０】図１９におけるＸＸ矢視図。
【図２１】他のファイルベースステーションの平面図。
【図２２】他のファイルベースステーションの正面図。
【図２３】ポートリプリケータの平面図。
【図２４】ポートリプリケータの正面図。
【図２５】ポートリプリケータの背面図。
【図２６】ポートリプリケータの左側面図。
【図２７】ポートリプリケータの右側面図。
【図２８】接続補助機構の説明図。
【図２９】情報処理装置の本体とＦＤ・Ｄとを接続した際のこれらの平面図。
【図３０】ファイルベースステーションに情報処理装置本体を接続した際の平面図。
【図３１】ファイルベースステーションに情報処理装置本体を接続した際の正面図。
【図３２】ファイルベースステーションに情報処理装置本体を接続した際の背面図。
【図３３】ファイルベースステーションに情報処理装置本体を接続した際の左側面図。
【図３４】ポートリプリケータに情報処理装置本体を接続した際の平面図。
【図３５】ポートリプリケータに情報処理装置本体を接続した際の右側面図。
【図３６】図３４におけるＸＸＸVI－ＸＸＸVI線断面図。
【図３７】ポートリプリケータに他の情報処理装置本体を接続した際の要部断面図。
【図３８】情報処理装置本体とファイルベースステーションとポートリプリケータとを接
続した際の平面図。
【図３９】情報処理装置本体とファイルベースステーションとポートリプリケータとを接
続した際の背面図。
【図４０】情報処理装置本体とファイルベースステーションとポートリプリケータとを接
続した際の右側面図。
【図４１】シリンダ錠の側面図。
【図４２】シリンダ錠の斜視図。
【図４３】情報処理装置本体にシリンダ錠を取り付けた際のこれらの平面図。
【図４４】情報処理装置本体にシリンダ錠を取り付けた際のこれらの左側面図。
【図４５】ケース付きＦＤ・Ｄの平面図。
【図４６】ケース付きＦＤ・Ｄの正面図。
【図４７】ケース無しＦＤ・Ｄの平面図。
【図４８】ケース無しＦＤ・Ｄの正面図。
【図４９】ケース付きＣＤ－ＲＯＭ・Ｄの平面図。
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【図５０】ケース付きＣＤ－ＲＯＭ・Ｄの正面図。
【図５１】ケース無しＣＤ－ＲＯＭ・Ｄの平面図。
【図５２】ケース無しＣＤ－ＲＯＭ・Ｄの正面図。
【図５３】ＬＳ－１２０・Ｄの平面図。
【図５４】ＬＳ－１２０・Ｄの正面図。
【図５５】ＺＩＰ・Ｄの平面図。
【図５６】ＺＩＰ・Ｄの正面図。
【図５７】ケース付きバッテリの平面図。
【図５８】ケース付きバッテリの正面図。
【図５９】他のケース付きバッテリの平面図。
【図６０】他のケース付きバッテリの正面図。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　以下、一実施形態としての情報処理装置について、図面を用いて説明する。
【００３７】
　本実施形態における情報処理装置は、図１及び図２に示すように、ポータブルコンピュ
ータ又はブックコンピュータなどと呼ばれる携帯型情報処理装置本体（以下、単に本体と
する）１０と、着脱可能な外部記憶装置を有しているファイルベースステーション８０と
、各種外部機器と信号接続するための複数のコネクタを有しているポートリプリケータ１
００と、このポートリプリケータ１００の設置高さを変えるための高さ調節台１５０とを
備える。
【００３８】
　本体１０は、ＣＰＵと、メモリと、これらを収納する本体ケーシング６０と、ＬＣＤ（
Liquid Crystal Display)を有し本体ケーシング６０に取り付けられている表示装置７８
とを備えている。ファイルベースステーション８０は、複数の外部記憶装置を着脱可能に
収納するＢ／Ｓ（ファイルベースステーション）ケーシング９０を備えている。また、ポ
ートリプリケータ１００は、複数のコネクタ及び複数のポートが搭載されるＰ／Ｒ（ポー
トリプリケータ）ケーシング１２０を備える。
【００３９】
　本体１０は、図３に示すように、前述したＣＰＵ１１や主メモリ１２や本体ケーシング
６０等の他に、キャッシュメモリ１３と、拡張メモリ１４と、システムコントローラ１５
と、表示メモリ１６と、表示コントローラ１７と、モデムコントローラ１８と、Ｉ／Ｏコ
ントローラ１９と、ＰＣカードコントローラ２０と、以上の各コントローラ１５，１７，
１８，１９，２０相互を接続するローカルバス２１と、ＢＩＯＳ（Basic Input Output S
ystem）ＲＯＭ２２と、音源コントローラ２３と、この音源コントローラ２３に制御され
て音を発するスピーカ２４と、ホーンコネクタ３０と、ラインインコネクタ３１と、周辺
コントローラ２５と、キーボード４７と、トラックパッド４６と、マウスやテンキー等が
接続されるマウスコネクタ４１と、状態表示用のインジケータ４５と、キーボード４７や
トラックパッド４６やマウス等を制御するキーボードコントローラ２６と、バッテリ５０
と、バッテリコントローラ２７（電源制御手段）と、外部電源コネクタ３９と、電源スイ
ッチ４０と、バッテリ５０及び外部電源コネクタ３９と電源線３９ａで接続されていると
共に電源スイッチ４０と信号線４０ａでバッテリコントローラ２７を介して接続されてい
る電源制御回路２８（電源制御手段）と、ＰＣカードスロット２９と、表示装置７８コネ
クタ４２と、ＵＳＢ(Universal Serial Bus)コネクタ３８と、ハードディスクドライブ（
以下、ＨＤ・Ｄとする）４９と、外部ＦＤ・Ｄ接続コネクタ３７と、赤外線ポート３５と
、パラレルコネクタ３６と、シリアルコネクタ３４と、セルラコネクタ３３と、モデムコ
ネクタ３２と、ファイルベースステーション８０と各種信号の受送信及び電力の受送電を
行なうための本体側Ｂ／Ｓドッキングコネクタ５９（第１の本体側ドッキングコネクタ）
と、ポートリプリケータ１００と各種信号の受送信及び電力の受送電を行なうための本体
側Ｐ／Ｒドッキングコネクタ５８（第２の本体側ドッキングコネクタ）とを備える。
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【００４０】
　また、ファイルベースステーション８０は、前述した外部記憶装置として、ＦＤ・Ｄ８
１と、ＣＤ－ＲＯＭ・Ｄ８３とを有し、これらはＢ／Ｓケーシング９０に着脱可能に収納
されている。更に、ファイルベースステーション８０は、ゲームポート（ジョイスティッ
クポート）８５と、外部電源コネクタ８６と、本体１０と各種信号の受送信及び電力の受
送電を行なうためのＢ／Ｓ側本体ドッキングコネクタ８９とを備える。
【００４１】
　ポートリプリケータ１００は、前述した各種コネクタとして、モデムコネクタ１１２と
、ゲームポート１０５と、スピーカコネクタ１１４，１１４と、マイクロホンコネクタ１
０７と、二つのシリアルコネクタ１０４，１０４と、パラレルコネクタ１０６と、表示装
置コネクタ１０２と、ＵＳＢコネクタ１０８と、マウスコネクタ１０１と、キーボードコ
ネクタ１０３と、外部電源コネクタ１０９と、本体１０と各種信号の受送信及び電力の受
送電を行なうためのＰ／Ｒ側本体ドッキングコネクタ１１８とを備える。更に、ポートリ
プリケータ１００は、電源スイッチ１１０も備える。
【００４２】
　ここで、本体１０、ファイルベースステーション８０、ポートリプリケータ１００の電
源関係について、図４を用いて簡単に説明する。
【００４３】
　本体１０、ファイルベースステーション８０、ポートリプリケータ１００は、以上で述
べたように、それぞれ、外部電源コネクタ３９，８６，１０９を有している。本体１０の
外部電源コネクタ３９は、電源線３９ａで電源制御回路２８と接続されている。ファイル
ベースステーション８０の外部電源コネクタ８６は、Ｂ／Ｓ側本体ドッキングコネクタ８
９と本体側Ｂ／Ｓドッキングコネクタ５９とが接続されている（以下、ファイルベースス
テーション８０と本体１０とが接続されている、とする）際には、ファイルベースステー
ション８０内の電源線８６ａ、Ｂ／Ｓ側本体ドッキングコネクタ８９の電源ピン、本体側
Ｂ／Ｓドッキングコネクタ５９の電源ピン、本体１０内の電源線３９ａを介して、本体１
０の電源制御回路２８と電気的に接続される。また、ポートリプリケータ１００の外部電
源コネクタ１０９は、Ｐ／Ｒ側本体ドッキングコネクタ１１８と本体側Ｐ／Ｒドッキング
コネクタ５８とが接続されている（以下、ポートリプリケータ１００と本体１０とが接続
されている、とする）際には、ポートリプリケータ１００内の電源線１０９ａ、Ｐ／Ｒ側
本体ドッキングコネクタ１１８の電源ピン、本体側Ｐ／Ｒドッキングコネクタ５８の電源
ピン、本体１０内の電源線３９ａを介して、本体１０の電源制御回路２８と電気的に接続
される。即ち、ファイルベースステーション８０と本体１０とが接続されている際には、
ファイルベースステーション８０に供給された外部電力は、基本的に、一旦、本体１０の
電源制御回路２８に送電される。また、ポートリプリケータ１００と本体１０とが接続さ
れている際には、ポートリプリケータ１００に供給された外部電力も、基本的に、一旦、
本体１０の電源制御回路２８に送電される。電源制御回路２８は、外部電源からの電力及
びバッテリ５０から電力を特定の電圧にした後、本体１０内の各機器や素子等に送電する
と共に、本体１０内の電源線３９ｂ及び各ドッキングコネクタ５９，８９，５８，１１８
の電源ピンを介して、ファイルベースステーション８０及びポートリプリケータ１００に
送電する。電源制御回路２８は、本体１０とファイルベースステーション８０とが接続さ
れていないときには、ファイルベースステーション８０への送電を中止し、本体１０とポ
ートリプリケータ１００とが接続されていないときには、ポートリプリケータ１００への
送電を中止する。
【００４４】
　本体１０及びポートリプリケータ１００は、先に述べたように、それぞれ、電源スイッ
チ４０，１１０を有している。本体１０の電源スイッチ４０は、バッテリコントローラ２
７を介して、信号線４０ａで電源制御回路２８と接続されている。ポートリプリケータ１
００の電源スイッチ１１０は、ポートリプリケータ１００と本体１０とが接続されている
際には、ポートリプリケータ１００内の信号線１１０ａ、Ｐ／Ｒ側本体ドッキングコネク
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タ１１８、本体側Ｐ／Ｒドッキングコネクタ５８、本体１０内の信号線４０ａ、バッテリ
コントローラ２７を介して、電源制御回路２８と接続されている。本体１０、ファイルベ
ースステーション８０、ポートリプリケータ１００が接続されている際には、いずれの電
源スイッチ４０，１１０をｏｎにしても、電源制御回路２８から、それぞれに電力が送電
され、それぞれが起動する。例えば、ファイルベースステーション８０のＣＤ－ＲＯＭ・
Ｄ８３にＣＤ－ＲＯＭを挿着して、このＣＤ－ＲＯＭに記録されている音楽等を聞くため
に、本体１０及びファイルベースステーション８０を起動させる場合、後述するように、
本体１０の電源スイッチ４０は、本体ケーシング６０の天板６１に設けられており（図５
に示す）、表示装置７８を開けてからでなければ、この電源スイッチ４０を操作すること
ができない。これに対して、ポートリプリケータ１００の電源スイッチ１１０は、後述す
るように、Ｐ／Ｒケーシング１２０の右側板１２８に設けられており（図２７に示す）、
表示装置７８を閉じたままでも、この電源スイッチ１１０を操作することができる。この
ように、本体１０を起動するための電源スイッチ４０，１１０を本体１０以外にも設ける
ことで、情報処理装置の使い勝手を向上させることができる。尚、本体１０の電源スイッ
チ４０が本体ケーシング６０の天面６１に設けられているのは、本体１０の搬送時に、表
示装置７８によって隠される位置に電源スイッチ４０を設けることで、この電源スイッチ
４０が何らかの物と接触して本体１０が勝手に起動してしまうのを防ぐためである。また
、ここでは、本体１０とポートリプリケータ１００に電源スイッチ４０，１１０を設けた
が、同様の電源スイッチをファイルベースステーション８０に設けてもよい。
【００４５】
　本体ケーシング６０は、図１、図５－図９に示すように、略直方体状を成し、天板６１
、天板６１と対向する底板６３、前板６５、前板６５と対向する背板６６、互いに対向す
る両側板６７，６８を有している。表示装置７８は、本体ケーシング６０の天板６１と背
板６６との境の辺近傍に、本体ケーシング６０に対して揺動可能に取り付けられている。
図５に示すように、本実施形態において、本体ケーシング６０の奥行き、つまり前板６５
と背板６６との相互間隔は２４５ｍｍで、本体ケーシング６０の幅、つまり両側板６７，
６８の相互間隔は、３１０ｍｍである。天板６１の背板側には、スピーカ２４と、インジ
ケータ４５と、サスペンデッドリジュウム４３と、表示装置７８が閉じると表示装置７８
へ送る電力を断つためのカバーダウンスイッチ４４と、電源スイッチ４０とが設けられて
いる。天板６１の前板側は、キーボード４７を操作するときの手が載るパームレスト部６
２を形成しており、このパームレスト部６２の中央部にトラックパッド４６が設けられて
いる。スピーカ２４等とパームレスト部６２との間の天板６１からは、キーボード４７を
構成する複数のキースイッチ４８，４８，…のキーフェイスが露出している。天板６１と
前板６５との境には、図５及び図６に示すように、本体１０がｏｎ状態であることを示す
パワーランプ５１と、バッテリ５０が充電中であることを示す充電ランプ５２とが設けら
れている。天板６１のパームレスト部６２の外表面及び複数のキースイッチ４８のキーフ
ェイスには、アルミノ珪酸塩にＡｇイオンを付与した塗料が塗られている。アルミノ珪酸
塩にＡｇイオンを付与したものは、耐久性及び耐熱性に優れた抗菌剤として作用する。
【００４６】
　本体ケーシング６０の背板６６には、図７及び図１２に示すように、マウスコネクタ４
１、赤外線ポート３５、パラレルコネクタ３６、シリアルコネクタ３４、表示装置コネク
タ４２、本体側Ｐ／Ｒドッキングコネクタ５８が設けられている。パラレルコネクタ３６
、シリアルコネクタ３４、表示装置コネクタ４２に対しては、これらを使用しない際に、
これらを塞ぐカバー６６ａが設けられている（図７）。また、本体側Ｐ／Ｒドッキングコ
ネクタ５８に対しても、これを使用しない際に、これを塞ぐカバー６６ｂが設けられてい
る（図７）。
【００４７】
　本体ケーシング６０の左側板６７には、図８及び図１３に示すように、外部電源コネク
タ３９、ＵＳＢコネクタ３８、外部ＦＤ・Ｄ接続コネクタ３７と、ホーンコネクタ３０と
、ラインインコネクタ３１と、後述するシリンダ錠のロック孔６７ｂと、ＨＤ・Ｄ挿着口
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６７ｃとが設けられている。外部ＦＤ・Ｄ接続コネクタ３７に対しては、これを使用しな
い際に、これを塞ぐカバー６７ａが設けられている（図８）。本体ケーシング６０の右側
板６８には、バッテリ挿着口６８ａと、ＰＣカード挿着口６８ｂと、セルラコネクタ３３
と、モデムコネクタ３２とが設けられている。
【００４８】
　図１０に示すように、キーボード４７の下部には、ＣＰＵ１１、キャッシュメモリ１３
及びシステムコントローラ１５を搭載したＣＰＵボードと、拡張メモリ１４と、ＰＣカー
ドスロット２９が設けられている。このように、キーボード４７の下部に、ＣＰＵボード
や拡張メモリ１４とを配置したことで、製造時の組立効率を高めることができると共に、
ユーザによるメモリ増設の容易性を高めることができる。これは、ケーシング６０の天板
６１からキーボード４７を外すと、直ちに、ＣＰＵボード等が露出するからである。ＰＣ
カードスロット２９には、左側板６７のＰＣカード挿着口６８ｂからＰＣカードを挿着す
ることができる。天板６１のパームレスト部６２の下部の左側板側には、ＨＤ・Ｄ４９が
設けられ、このＨＤ・Ｄ４９は、左側板６７のＨＤ・Ｄ挿着口６７ｃから本体ケーシング
６０内に出し入れできる。天板６１のパームレスト部６２の下部の右側板側には、バッテ
リ５０が設けられ、このバッテリ５０は、右側板６８のバッテリ挿着口６８ａから本体ケ
ーシング６０内に出し入れできる。本体ケーシング６０の底板６３には、本体側Ｂ／Ｓド
ッキングコネクタ５９と、ファイルベースステーション８０との接続時に十分な機械的強
度で連結するための被連結ナット５７（被連結具）と、後述する接続補助ピン１４１（図
３５に示す）が入り込むピン穴６４とが設けられている。
【００４９】
　近年、ドアの取っ手等、人間の手が直接触れる部分には、有機系抗菌剤が施されている
ものが多い。このため、コンピュータに関しても、人間の手が触れる部分であるキーフェ
イスやパームレスト部に抗菌剤を施すことは、十分に考え得ることである。しかし、本実
施形態のように、キースイッチ４８の下部に発熱するＣＰＵ１１等が存在したり、パーム
レスト部６２の下部に発熱するＨＤ・Ｄ４９が存在していると、有機系抗菌剤では、耐熱
性が低いために、抗菌作用を期待できない。そこで、ここでは、ＣＰＵ１１やＨＤ・Ｄ４
９の発熱を考慮し、耐熱性の高い無機系抗菌剤をキーフェイスやパームレスト部６２に施
している。特に、本実施形態では、前述したように、アルミノ珪酸塩にＡｇイオンを付与
した無機系抗菌剤を使用しているので、その耐熱性は非常に高く、約５００℃もあり、本
体ケーシング６０やキースイッチ４８を形成する樹脂に、成形時に混ぜ込んでも使用でき
る。また、このアルミノ珪酸塩にＡｇイオンを付与した無機系抗菌剤は、例えば、大腸菌
、サルモネラ菌、黄色ブドウ状球菌等の各種菌に対する抗菌効果も、非常に高い。
【００５０】
　Ｂ／Ｓケーシング９０は、図１、図１４－図１７に示すように、略直方体状を成し、天
板９１、天板９１と対向する底板９３、前板９５、前板９５と対向する背板９６、互いに
対向する両側板９７，９８を有している。背板６６の両側板側は、前板側へ凹んでおり、
ここが、逃げ部９９を形成している。図１４に示すように、本実施形態において、Ｂ／Ｓ
ケーシング９０の奥行き、つまり前板９５と背板９６との相互間隔は、本体ケーシング６
０の前板６５と背板６６との相互間隔と同じ２４５ｍｍで、Ｂ／Ｓケーシング９０の幅、
つまり両側板９７，９８の相互間隔は、本体ケーシング６０の両側板６７，６８の相互間
隔と同じ３１０ｍｍである。Ｂ／Ｓケーシング９０の天板９１には、Ｂ／Ｓ側本体ドッキ
ングコネクタ８９と連結ボルト８７とが設けられている。これらＢ／Ｓ側本体ドッキング
コネクタ８９と連結ボルト８７は、本体ケーシング６０の底板６３がＢ／Ｓケーシング９
０の天板９１上に載り、且つＢ／Ｓケーシング９０の前・後板９５，９６及び両側板９７
，９８と本体ケーシング６０の前・後板６５，６６及び両側板６７，６８との位置を一致
させると、本体１０の本体側Ｂ／Ｓドッキングコネクタ５９にファイルベースステーショ
ン８０のＢ／Ｓ側本体ドッキングコネクタ８９が接続され、本体１０の被連結ナット５７
にファイルベースステーション８０の連結ボルト８７が捩じ込める位置に設けられている
。



(10) JP 4720945 B2 2011.7.13

10

20

30

40

50

【００５１】
　Ｂ／Ｓケーシング９０の前板９５には、図１５に示すように、ＦＤ・Ｄ挿着口９５ａと
、ＣＤ－ＲＯＭ・Ｄ挿着口９５ｂとが設けられ、ＦＤ・Ｄ８１及びＣＤ－ＲＯＭ・Ｄ８３
は、それぞれの挿着口９５ａ，９５ｂからＢ／Ｓケーシング９０内に出し入れできる。本
実施形態において、ＦＤ・Ｄ８１及びＣＤ－ＲＯＭ・Ｄ８３は、以上のように、Ｂ／Ｓケ
ーシング９０から出し入れできることを前提にしているので、これらには、ケースを施し
、ケースごとＢ／Ｓケーシング９０から出し入れできるようにしている。図４７及び図４
８に示すように、ケース無しＦＤ・Ｄ８１ａの諸寸法は、幅が９６ｍｍで、奥行きが１２
６ｍｍであり、これをケース８１ｃに入れたもの８１は、図４５及び図４６に示すように
、幅が１０５ｍｍで、奥行きが１５０ｍｍである。また、図５１及び図５２に示すように
、ケース無しＣＤ－ＲＯＭ・Ｄ８３ａの諸寸法は、最大幅が１２８でｍｍ、奥行きが１２
９ｍｍであり、これをケース８３ｃに入れたもの８３は、図４９及び図５０に示すように
、幅が１３５ｍｍで、奥行きが１５２．２ｍｍである。ＦＤ・Ｄ８１及びＣＤ－ＲＯＭ・
Ｄ８３の各ケース８１ｃ，８３ｃには、それぞれ、信号の受送信を行なうためのコネクタ
８１ｂ，８３ｂが設けられている。
【００５２】
　Ｂ／Ｓケーシング９０の左側板９７には、図１７に示すように、外部電源コネクタ８６
と、ゲームポート８５とが設けられている。
【００５３】
　前板９５の天板９１との境には、図１４及び図１５に示すように、前板位置決め片９５
ｃが設けられ、背板９６と天板９１との境には、図１４及び図１６に示すように、背板位
置決め片９６ｃが設けられ、左側板９７と天板９１との境には、図１４及び図１７に示す
ように、左側板位置決め片９７ｃ（コネクタ接続規制片）が設けられている。これら位置
決め片９５ｃ，９６ｃ，９７ｃは、いずれも、天板６１に対して垂直上方に伸びており、
本体１０を接続する際、それぞれ、本体ケーシング６０の前板６５、背板６６、左側板６
７と接触して、ファイルベースステーション８０に対する本体１０の位置決めをする役目
を担っている。特に、前板位置決め片９５ｃは、図１８に示すように、天板６１に対して
垂直上方へ伸びた後、天板６１と平行であって背板側へ伸びており、この部分９５ｄ、言
い替えると、引っ掛り部９５ｄが、本体１０をファイルベースステーション８０に接続し
た際、本体ケーシング６０の前板６５に引っ掛かり、ドッキングコネクタ５９，８９と共
に、通常時の接続強度を確保している。
【００５４】
　図１９及び図２０に示すように、前述した連結ボルト８７のボルト頭８７ｂには、連結
摘み８８が設けられている。連結ボルト８７は、連結摘み８８に対して、連結ボルト８７
の軸回りには回転不能で連結ボルト８７の軸方向には相対移動可能に、設けられている。
連結摘み８８は、Ｂ／Ｓケーシング９０の底板９３から露出しており、この底板９３に対
して、相対移動不能で且つ相対回転可能に設けられている。連結ボルト８７のボルト頭８
７ｂと連結摘み８８との間には、コイルバネ８８ｂが配されている。本体１０とファイル
ベースステーション８０とが接続されていない状態では、連結ボルト８７のネジ部８７ａ
（係合部）がＢ／Ｓケーシング９０の天板９１から垂直上方に突出している。この状態で
、連結ボルト８７のネジ部８７ａに何らかの物が接触すると、連結ボルト８７のネジ部８
７ａはＢ／Ｓケーシング９０内に埋没する。従って、本体１０とファイルベースステーシ
ョン８０とを単に接続した状態、言い替えると、本体側Ｂ／Ｓドッキングコネクタ５９と
Ｂ／Ｓ側本体ドッキングコネクタ８９とを単に接続した状態では、前述した本体１０の被
連結ナット５７（被連結具）の端面に連結ボルト８７の先端が接触して、連結ボルト８７
のネジ部８７ａはＢ／Ｓケーシング９０内に埋没することになる。この状態から、Ｂ／Ｓ
ケーシング９０の底板９３から露出している連結摘み８８を回転させて、連結ボルト８７
を回転させると、連結ボルト８７のネジ部８７ａが回転しつつ天板６１から突出してきて
、本体１０の被連結ナット５７に次第に捩じ込まれる。このように、機械的連結手段の要
素を構成する、連結ボルト８７及び連結摘み８８をファイルベースステーション側に設け
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、同じく機械的連結手段の要素を構成する被連結ナット５７を本体側に設けることで、本
体１０とファイルベースステーション８０との接続強度を高めることができる。尚、本体
１０の被連結ナット５７とファイルベースステーション８０の連結ボルト８７との接続強
度は、両者１０，８０のうちいずれか一方に対して、他方との接続を離そうとする方向へ
一方の自重以上の荷重がかかっても、両者の接続を維持できる強度である。従って、本体
１０と共にファイルベースステーション８０を搬送する際には、両者のドッキングコネク
タ５９，８９による接続、ファイルベースステーション８０の前板位置決め片９５ｃによ
る接続の他、この機械的連結手段による接続を利用することで、本体１０に対してファイ
ルベースステーション８０がグラつかず、両者のドッキングコネクタ５９，８９の損傷等
を防ぐことができる。
【００５５】
　尚、本実施形態では、Ｂ／Ｓケーシング９０内に、ＦＤ・Ｄ８１とＣＤ－ＲＯＭ・Ｄ８
３とを設けたが、図２１及び図２２に示すように、更に、ＨＤ・Ｄ８２を設けることも可
能である。また、例えば、ＦＤ・Ｄ８１の換わりに、近年使用され出した高密度記録媒体
の一種であるＬＳ－１２０やＺＩＰに対して、記録再生を行なうＬＳ－１２０・ＤやＺＩ
Ｐ・Ｄを設けることも可能である。図５３及び図５４に示すように、ＬＳ－１２０・Ｄ１
６１の諸寸法は、幅が９６ｍｍで、奥行きが１２６ｍｍであり、いずれの寸法もケース付
きＦＤ・Ｄ８１の諸寸法より小さく、ＣＤ－ＲＯＭ・Ｄ８３やＨＤ・Ｄ８２と共にＢ／Ｓ
ケーシング９０内に収納可能である。また、図５５及び図５６に示すように、ＺＩＰ・Ｄ
１６２の諸寸法も、幅が９９．５ｍｍで、奥行きが１３１ｍｍであり、いずれの寸法もケ
ース付きＦＤ・Ｄ８１の諸寸法より小さく、ＣＤ－ＲＯＭ・Ｄ８３やＨＤ・Ｄ８２と共に
Ｂ／Ｓケーシング９０内に収納可能である。また、Ｂ／Ｓケーシング９０内には、この他
、ＤＶＤ（Digital Video Disk）・Ｄ等の外部記憶装置をＢ／Ｓケーシング９０内に収納
してもよく、更に、以上のように外部記憶装置のみならず、バッテリを収納してもよい。
  この場合、図５７－図６０に示すように、ＦＤ・Ｄケース８１ｃやＣＤ－ＲＯＭ・Ｄケ
ース８３ｃをバッテリ１６３，１６４のケースとして転用することで、レイアウト的に、
ＦＤ・Ｄ８１やＣＤ－ＲＯＭ・Ｄ８３との互換性を保つことができる。
【００５６】
　Ｐ／Ｒケーシング１２０は、図１、図２３－図２７に示すように、略直方体状を成し、
天板１２１、天板１２１と対向する底板１２３、前板１２５、前板１２５と対向する背板
１２６、互いに対向する両側板１２７，１２８と、後述する接続補助ピン１４１（図３５
に示す）をガイドするピンガイド片１２９とを有している。図２５に示すように、本実施
形態において、Ｐ／Ｒケーシング１２０の両側板１２７，１２８の相互間隔は、本体ケー
シング６０及びＢ／Ｓケーシング９０の両側板６７，６８，９７，９８の相互間隔と同じ
、３１０ｍｍである。Ｐ／Ｒケーシング１２０の天板１２１には、接続補助ピン１４１を
移動させるためのレバー１４４が揺動可能に設けられている。
【００５７】
　Ｐ／Ｒケーシング１２０の前板１２５には、図２４に示すように、Ｐ／Ｒ側本体ドッキ
ングコネクタ１１８と、高温空気取入口１２５ａとが設けられている。Ｐ／Ｒ側本体ドッ
キングコネクタ１１８は、Ｐ／Ｒケーシング１２０の前板１２５のうち、この前板１２５
と本体ケーシング６０の背板６６とを接触させ、且つＰ／Ｒケーシング１２０の両側板１
２７，１２８の位置と本体ケーシング６０の両側板６７，６８との位置を一致させた際、
本体側Ｂ／Ｓドッキングコネクタ５９と接続する位置に設けられている。ピンガイド片１
２９は、前板１２５の両側板側で且つ底板側に設けられている。
【００５８】
　Ｐ／Ｒケーシング１２０の背板１２６には、図２５に示すように、ゲームポート１０５
と、パラレルコネクタ１０６と、二つのシリアルコネクタ１０４，１０４と、表示装置コ
ネクタ１０２と、マイクロホンコネクタ１０７と、スピーカコネクタ１１４，１１４と、
外部電源コネクタ１０９とが設けられている。Ｐ／Ｒケーシング１２０の左側板１２７に
は、図２６に示すように、モデムコネクタ１１２と、ＵＳＢコネクタ１０８とが設けられ
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ている。また、Ｐ／Ｒケーシング１２０の右側板１２８には、図２７に示すように、マウ
スコネクタ１０１と、キーボードコネクタ１０３と、電源スイッチ１１０とが設けられて
いる。このＰ／Ｒケーシング１２０の奥行き、つまり前板１２５と背板１２６との間隔は
、８０ｍｍである。Ｐ／Ｒケーシング１２０は、その主要な役目が多数のコネクタを搭載
することであるから、その奥行きを８０ｍｍ未満にすることは容易である。しかし、本実
施形態では、後に、ＰＣカードスロット等を設けることができるようにするためと、設置
拠点としての存在感をもたすために、Ｐ／Ｒケーシング１２０の奥行きを８０ｍｍにして
いる。また、このように、奥行き寸法を比較的大きく設定することで、表示装置ケーブル
や電源ケーブル等の比較的太いケーブルを接続しても、単独での設置安定性を確保できる
。
【００５９】
　Ｐ／Ｒケーシング１２０内には、図２８に示すように、前述したレバー１４４の動作で
接続補助ピン１４１を移動させるための、第１のリンク片１４２、第２のリンク片１４３
が設けられている。これら各リンク片１４２，１４３とレバー１４４と接続補助ピン１４
１とで、本体接続補助機構１４０を構成している。レバー１４４は、レバー１４４が揺動
可能にその基端部が天板１２１にピン連結されている。レバー１４４の中胴部と第２のリ
ンク片１４３の一方の端部とはピン連結され、第２のリンク片１４３の他方の端部と第１
のリンク片１４２の一方の端部とがピン連結されている。第１のリンク片１４２の他方の
端部には、接続補助ピン１４１が固定されている。以上のような構成で、レバー１４４の
基端部を中心としてレバー１４４の先端部を上方に上げると、接続補助ピン１４１が前方
へ移動し、レバー１４４の先端部を下方へ下げると、接続補助ピン１４１が後方へ移動す
る。尚、この本体接続補助機構１４０により、実際に、本体１０とポートリプリケータ１
００とが接続する動作に関しては後述する。
【００６０】
　情報処理装置本体１０を単独で使用する場合には、図５、図６及び図９に示すように、
表示装置７８を開き、本体ケーシング６０の天板６１に設けられている電源スイッチ４０
を押して、本体１０を起動させる。この際、本体１０の外部電源コネクタ３９に外部電源
ケーブルが接続されている場合には、この外部電源で本体１０が駆動し、本体１０の外部
電源コネクタ３９に外部電源ケーブルが接続されていない場合には、本体１０内のバッテ
リ５０で本体１０が駆動する。ＦＤを使用したい場合には、図２９に示すように、Ｂ／Ｓ
ケーシング内のケース付きＦＤ・Ｄ８１、または同種のケース付きＦＤ・Ｄ８１のコネク
タ８１ｂと、本体１０の左側板６７に設けられている外部ＦＤ・Ｄ接続コネクタ３７とを
ケーブル１６６で接続すれば、このケース付きＦＤ・Ｄ８１でＦＤを使用することができ
る。情報処理装置本体１０の使用を終了する際には、電源スイッチ４０を押して、本体１
０の電源をオフにした後、表示装置７８を閉じる。尚、電源スイッチ４０を押さないで、
表示装置７８を閉じた場合には、表示装置７８が本体ケーシング６０の天板６１に設けら
るカバーダウンスイッチ４４を押して、表示装置７８へ送っていた電力が断たれる。
【００６１】
　本体１０と共にファイルベースステーション８０を使用する場合には、図３０－図３３
に示すように、ファイルベースステーション８０の天板９１上に本体１０を重ね合せる。
この際、ファイルベースステーション８０に設けられている各位置決め片９５ｃ，９６ｃ
，９７ｃがそれぞれ本体１０の前板６５、背板６６、左側板６７に接触して、ファイルベ
ースステーション８０に対する本体１０の位置が正しく位置決めされるので、本体１０の
前板６５、背板６６、両側板６７，６８の位置と、ファイルベースステーション８０の前
板９５、背板９６、両側板９７，９８のそれぞれの位置が一致する。すると、本体１０の
底板６３に設けられている本体側Ｂ／Ｓドッキングコネクタ５９に、ファイルベースステ
ーション８０の天板９１に設けられているＢ／Ｓ側本体ドッキングコネクタ８９が接続さ
れ、両者１０，８０間で信号及び電力の受送信が可能になる。この状態で実際に、本体１
０を使用する場合には、本体１０を単独で使用する場合と同様に、表示装置７８を開いて
、本体１０の天板６１に設けられている電源スイッチ４０を押して、本体１０及びファイ
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ルベースステーション８０を起動させる。本体１０及びファイルベースステーション８０
の電源としては、本体１０のバッテリ５０の他、本体１０の外部電源コネクタ３９又はフ
ァイルベースステーション８０の外部電源コネクタ８６からの外部電源が考えられるが、
この状態では、ファイルベースステーション８０の外部電源コネクタ８６に外部電源を接
続して、この外部電源を本体１０及びファイルベースステーション８０の駆動電源とする
ことが好ましい。
【００６２】
　本体１０とファイルベースステーション８０とを接続した状態では、図３３に示すよう
に、Ｂ／Ｓケーシング９０の左側板９７に設けられている左側板位置決め片９７ｃ（コネ
クタ接続規制片）が本体１０の外部ＦＤ・Ｄ接続コネクタ３７の一部を蓋う。このため、
本体１０とファイルベースステーション８０とを接続した状態では、外部ＦＤ・Ｄ接続コ
ネクタ３７に、ケーブルを介してＦＤ・Ｄ８１を接続できなくなり、Ｂ／Ｓケーシング９
０内のＦＤ・Ｄ８１をもっぱら使用することになる。
【００６３】
　本体１０とファイルベースステーション８０とを接続した状態で搬送する場合には、図
１９及び図２０を用いて前述したように、Ｂ／Ｓケーシング９０の底板９３から露出して
いる連結摘み８８を回転させて、Ｂ／Ｓケーシング９０の連結ボルト８７を本体１０の底
板６３に設けられている被連結ナット５７に捩じ込む。すると、本体１０とファイルベー
スステーション８０とは、両者のドッキングコネクタ５９，８９による接続、ファイルベ
ースステーション８０の前板位置決め片９５ｃによる接続の他、ファイルベースステーシ
ョン８０の連結ボルト８７と本体１０の被連結ナット５７との接続で、しっかりと連結さ
れる。
【００６４】
　本体１０とポートリプリケータ１００とを使用する場合には、まず、図２８に示すよう
に、ポートリプリケータ１００のレバー１４４を持ち上げて、接続補助ピン１４１を前方
に位置させる。この状態で、図３６に示すように、本体１０の底面６３に形成されている
ピン穴６４に、ポートリプリケータ１００の接続補助ピン１４１を入れる。そして、ポー
トリプリケータ１００のレバー１４４を押し下げると、接続補助ピン１４１が後方へ移動
し、本体１０の本体側Ｐ／Ｒドッキングコネクタ５８とポートリプリケータ１００のＰ／
Ｒ側本体ドッキングコネクタ１１８とが接続され、両者１０，１００間で信号及び電力の
受送信が可能になる。この状態で実際に、本体１０を使用する場合には、本体１０を単独
で使用する場合と同様に、表示装置７８を開いて、本体１０の天板６１に設けられている
電源スイッチ４０を押して、本体１０及びポートリプリケータ１００を起動させる。本体
１０及びポートリプリケータ１００の電源としては、本体１０のバッテリ５０の他、本体
１０の外部電源コネクタ３９又はポートリプリケータ１００の外部電源コネクタ１０９か
らの外部電源が考えられるが、この状態では、ポートリプリケータ１００の外部電源コネ
クタ１０９に外部電源を接続して、この外部電源を本体１０及びポートリプリケータ１０
０の駆動電源とすることが好ましい。ポートリプリケータ１００には、本体１０に設けら
れている各種コネクタと同種のコネクタ、具体的には、モデムコネクタ１１２、シリアル
コネクタ１０４、パラレルコネクタ１０６、表示装置コネクタ１０２、ＵＳＢコネクタ１
０８、マウスコネクタ１０１、外部電源コネクタ１０９等が設けられているので、本体１
０のこれらのコネクタ３２，３４，３６，４２，３８，４１，３９を用いずに、ポートリ
プリケータ１００のこれらのコネクタ１１２，１０４，１０６，１０２，１０８，１０１
，１０９を用いることが好ましい。このように、ポートリプリケータ１００と本体１０と
が接続されている状態において、ポートリプリケータ１００の各種コネクタを優先的に使
用すると、ポートリプリケータ１００から本体１０を外して、本体１０を搬送する際、各
コネクタに接続されているケーブルの取り外しの手間を省くことができる。
【００６５】
　本実施形態において、本体１０の底板６３とＰ／Ｒ側本体ドッキングコネクタ１１８と
のレベル差は、図３６に示すように、９ｍｍである。本体１０とポートリプリケータ１０
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０とを接続した状態では、机等の載置面からの本体側Ｐ／Ｒドッキングコネクタ５８のレ
ベルと、載置面からのＰ／Ｒ側本体ドッキングコネクタ１１８のレベルとを一致させるた
めに、本体１０のピン穴６４の底を接続補助ピン１４１の先端で受けて、本体１０の底板
６３の背面側を、机等の載置面からも、ポートリプリケータ１００のピンガイド片１２９
からも浮かしている。
【００６６】
　このように、本体１０の底板６３の背面側を、机等の載置面からも、ポートリプリケー
タ１００のピンガイド片１２９からも浮かしているのは、図３７に示すように、他の情報
処理装置本体１０ｘに対しても、本実施形態のポートリプリケータ１００を使用できるよ
うにするためである。同図に示す他の情報処理装置本体１０ｘは、以上で述べた情報処理
装置本体１０よりも、高性能のＣＰＵを有し、その厚みが厚い。また、他の情報処理装置
本体１０ｘは、本体１０ｘの底板６３ｘとＰ／Ｒ側本体ドッキングコネクタ５８ｘとのレ
ベル差が１２．９ｍｍである。この他の本体１０ｘとポートリプリケータ１００とを接続
した状態では、机等の載置面からの本体側Ｐ／Ｒドッキングコネクタ５８ｘのレベルと、
載置面からのＰ／Ｒ側本体ドッキングコネクタ１１８のレベルとを一致させるために、他
の本体１０ｘのピン穴６４ｘの底と接続補助ピン１４１の先端とは接触せず、他の本体１
０ｘの底板６３ｘの背面側をポートリプリケータ１００のピンガイド片１２９で受けてい
る。即ち、以上の情報処理装置本体１０における底板６３と本体側Ｐ／Ｒドッキングコネ
クタ５８とのレベル差と、他の情報処理装置本体１０ｘにおける底板６３ｘと本体側Ｐ／
Ｒドッキングコネクタ５８ｘとのレベル差との違いを、それぞれのピン穴６４，６４ｘの
深さを変えることで対応している。尚、図２４を用いて前述した、Ｐ／Ｒケーシング１２
０の前板１２５の高温空気取入口１２５ａは、この他の情報処理装置本体１０ｘとポート
リプリケータ１００とを接続した際、高性能ＣＰＵの冷却のために、他の情報処理装置本
体１０ｘの背板６６ｘ（図３７）から高温空気を排気するために設けたものである。
【００６７】
　以上の情報処理装置を操作者の主要操作場所で使用する場合には、図３８－図４０に示
すように、情報処理装置本体１０とファイルベースステーション８０とポートリプリケー
タ１００とを接続した状態で使用することが望ましい。この場合、本体１０とポートリプ
リケータ１００は、図４０に示すように、ファイルベースステーション８０の厚さ分だけ
、机等の載置面から浮くことになる。本体１０は、ファイルベースステーション８０上に
載せられるので、問題はないが、ポートリプリケータ１００は、載置面との間に空間がで
き、中吊り状態になってしまう。このため、本実施形態では、厚さがファイルベースステ
ーション８０の厚さと実質的に同じで、ポートリプリケータ１００の底板１２３及びこの
底板１２３に一体的に形成されているピンガイド片１２９と重なり合う形状の天板１５１
を有する高さ調節台１５０を用いている。尚、三者１０，８０，１００が接続されている
状態では、ファイルベースステーション８０の逃げ部９９の箇所に、この高さ調節台１５
０のピンガイド片支持部１５９が入り込むことになる。
【００６８】
　情報処理装置本体１０とファイルベースステーション８０とポートリプリケータ１００
とが接続されている状態で、これらを使用する場合には、本体１０を単独で使用する場合
と同様に、表示装置７８を開いて、本体１０の天板６１に設けられている電源スイッチ４
０を押して、三者１０，８０，１００とも起動させる。また、前述したように、ファイル
ベースステーション８０のＣＤ－ＲＯＭ・Ｄ８３にＣＤ－ＲＯＭを挿着して、このＣＤ－
ＲＯＭに記録されている音楽等を聞きく等の場合には、表示装置７８を閉じたままで、ポ
ートリプリケータ１００の電源スイッチ１１０を押して、三者１０，８０，１００とも起
動させてもよい。
【００６９】
　三者１０，８０，１００が接続されている状態では、本体１０とポートリプリケータ１
００との二者が接続されている状態と同様に、ポートリプリケータ１００の各種コネクタ
を優先的に使用することがこのましい。これは、本体１０を単独で搬送する場合でも、本
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体１０と共にファイルベースステーション８０を搬送する場合でも、各コネクタに接続さ
れているケーブルの取り外しの手間を省くことができるからである。
【００７０】
　近年、情報処理装置の販売店の店頭では、情報処理装置の盗難防止のため、図４１に示
すように、シリンダ錠１７０に連結ワイヤ１７５が取り付けられている、ケンジントンロ
ックと呼ばれているものが使用されている。このシリンダ錠１７０は、図４２に示すよう
に、キー溝１７２が一方の端面１７１ａに形成されている内筒１７１と、内筒１７１の他
方の端面に固定されているフック部１７３と、この内筒１７１を収納する外筒１７４と、
を有するものである。連結ワイヤ１７５は、図４１に示すように、その一端１７５ａがシ
リンダ錠１７０の外筒１７４に取り付けられ、その他端に連結部１７５ｂが形成されてい
る。内筒１７１は、キー溝１７２にキーが挿入されると、外筒１７４に対してキーと共に
回転可能になり、キー溝１７２にキーが挿入されないと、外筒１７４に対して回転不能に
なる。内筒１７１の他方の端面に固定されているフック部１７３は、外筒１７４の他方の
端面１７４ｂから突出しており、内筒１７１の回転に伴って回転する。情報処理装置のケ
ーシングには、シリンダ錠１７０のフック部１７３がケーシングに対して特定の回転角の
ときに挿入可能で、フック部１７３が一旦挿入されると特定の回転角度にならない限り抜
けなくなるロック孔を形成しておく。そして、シリンダ錠１７０のフック部１７３をケー
シングのロック孔に入れ、シリンダ錠１７０のキー溝１７２に、キーを刺し込み、このキ
ーを回転させて、キーと共に内筒１７１及びフック部１７３を回転させて、フック部１７
３がロック孔から抜けなくする、即ち、シリンダ錠１７０をケーシングから離れなくする
。一方、シリンダ錠１７０の外筒１７４に取り付けられている連結ワイヤ１７５の連結部
１７５ｂを、商品棚のバー等に引っ掛ける。すると、情報処理装置は、商品棚のバー等と
、いわゆるケンジントンロック１７０を介して連結される。
【００７１】
　従来、脱着可能なＦＤ・ＤやＨＤ・Ｄ等を備えた情報処理装置を店頭に置く場合、これ
らＦＤ・ＤやＨＤ・Ｄ等の盗難防止のため、ＦＤ・ＤやＨＤ・Ｄ等を外した状態で、情報
処理装置と商品棚のバー等をケンジントンロック１７０で連結している。しかしながら、
盗難防止のためとは言え、ＦＤ・ＤやＨＤ・Ｄ等を外してしまうと、情報処理装置の諸性
能を十分に発揮できない状態で店頭に並べられることになり、ユーザにとっては不満であ
る。また、通常の職場等においては、ＦＤ・ＤやＨＤ・Ｄ等の盗難防止のため、情報処理
装置を使用しないときに、ＦＤ・ＤやＨＤ・Ｄ等をわざわざ外し、使用するときに、ＦＤ
・ＤやＨＤ・Ｄ等を挿着するといった作業は、非常に面倒なことである。
【００７２】
　そこで、本実施形態では、図８に示すように、本体ケーシング６０のＨＤ・Ｄ挿着口６
７ｃの近傍に、先に述べたロック孔６７ｂを形成している。このように、本体ケーシング
６０のＨＤ・Ｄ挿着口６７ｃの近傍にロック孔６７ｂを形成すると、図４３及び図４４に
示すように、このロック孔６７ｂにシリンダ錠１７０を取り付けた際には、シリンダ錠１
７０の外筒１７４の一部がＨＤ・Ｄ挿着口６７ｃにはみ出し、ＨＤ・Ｄ４９の前端面４９
ａがシリンダ錠１７０の外筒１７４に接して、本体ケーシング６０からＨＤ・Ｄ４９が抜
けなくなる。従って、本体ケーシング６０のＨＤ・Ｄ挿着口６７ｃの近傍にロック孔６７
ｂを形成すると、情報処理装置本体１０の盗難を防止できると共に、ＨＤ・Ｄ４９を本体
ケーシング６０からわざわざ外さなくても、ＨＤ・Ｄ４９の盗難も防止できる。
【００７３】
　尚、ここでは、情報処理装置本体１０に対して着脱可能なＨＤ・Ｄ４９を例にしたが、
情報処理関連装置であるファイルベースステーション８０に対して着脱可能なＦＤ・Ｄ８
１やＣＤ－ＲＯＭ・Ｄ８３に対しも、同様のことは可能である。即ち、Ｂ／Ｓケーシング
９０のＦＤ・Ｄ挿着口９５ａやＣＤ－ＲＯＭ・Ｄ挿着口９５ｂ近傍にロック孔を設ければ
、ＦＤ・Ｄ８１やＣＤ－ＲＯＭ・Ｄ８３の盗難を防止できる。また、以上は、いずれも外
部記憶装置を例にしているが、外部記憶装置に限らず、ケーシングに対して着脱可能なも
の、例えば、バッテリ等に関しても、同様のことは可能である。
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　上記実施例には以下に示す課題を解決するという目的のために、少なくとも以下に記載
の内容が開示されている。
　従来技術では、移動先において、情報処理装置本体と共に外部記憶装置を必要とし、本
体と共にファイルベースステーションを持って行く場合、ファイルベースステーションの
多数のコネクタに接続されている多数のケーブルを外さなくてはならず、はなはだ手間が
かかるという問題点がある。
　本発明は、このような従来の問題点について着目してなされたもので、本体の携帯性を
維持しつつ、本体と共にファイルベースステーションを持って行く場合に多数のケーブル
を外す手間がかからない情報処理装置、及び情報処理関連装置を提供する。
　前記目的を達成するための第１の情報処理装置は、キーボード、表示装置、外部記憶装
置、及び、外部機器との信号接続を行なうための複数のコネクタを備える情報処理装置に
おいて、前記キーボード、ＣＰＵ、メモリ、これらを搭載する本体ケーシング、及び、該
本体ケーシングに取り付けられている前記表示装置、を有する本体と、複数の前記外部記
憶装置、及び、これを収納するファイルベースステーションケーシングを有するファイル
ベースステーションと、複数の前記コネクタ、及び、これを搭載するポートリプリケータ
ケーシングを有するポートリプリケータと、を備え、前記本体は、前記ファイルベースス
テーションと信号の受送信を行なうための第１の本体側ドッキングコネクタ、及び、前記
ポートリプリケータとの信号の受送信を行なうための第２の本体側ドッキングコネクタを
有し、前記ファイルベースステーションは、前記第１の本体側ドッキングコネクタと直接
接続して前記本体と信号の受送信を行なうためのファイルベースステーション側ドッキン
グコネクタを有し、前記ポートリプリケータは、前記第２の本体側ドッキングコネクタと
直接接続して前記本体と信号の受送信を行なうためのポートリプリケータ側ドッキングコ
ネクタを有する。
　尚、以上において、コネクタ相互の「直接接続」とは、ケーブル等を介することなく、
コネクタ相互が接続されることである。
　また、前記目的を達成するための第２の情報処理装置は、前記第１の情報処理装置にお
いて、前記本体ケーシングは、略直方体状を成し、前記キーボードのキーフェイスが露出
している天板と、該天板と対向している底板と、該キーボードを正当に操作する側を向い
ている前板と、該前板と対向している背板と、互いに対向している両側板とを有し、前記
ファイルベースステーションケーシングは、略直方体状を成し、互いに対向している天板
及び底板と、互いに対向し且つ前記本体ケーシングの前記前板と前記背板との間隔と実質
的に同じ間隔である前板及び背板と、互いに対向し且つ前記本体ケーシングの前記両側板
の相互間隔と実質的に同じ間隔である両側板とを有し、前記ポートリプリケータケーシン
グは、互いに対向している天板及び底板と、互いに対向している前板及び背板と、互いに
対向し且つ前記本体ケーシングの前記両側板の相互間隔と実質的に同じ間隔である両側板
とを有し、前記本体の前記第１の本体側ドッキングコネクタは、前記本体ケーシングの前
記底板に設けられ、前記本体の前記第２の本体側ドッキングコネクタは、前記本体ケーシ
ングの前記背板に設けられ、前記ファイルベースステーション側ドッキングコネクタは、
前記ファイルベースステーションケーシングの前記天板であり、該天板と前記本体ケーシ
ングの前記底板とを接触させ、且つ該ファイルベースステーションケーシングの前記前板
と前記本体ケーシングの前記前板との位置を実質的に一致させると共に、該ファイルベー
スステーションケーシングの前記側板と該本体ケーシングの前記側板との位置を実質的に
一致させた際、前記第１の本体側ドッキングコネクタと接続する位置に設けられ、前記ポ
ートリプリケータ側ドッキングコネクタは、前記ポートリプリケータケーシングの前記前
板であって、該前板と前記本体ケーシングの前記背板とを接触させ、且つ該ポートリプリ
ケータケーシングの前記両側板の位置と該本体ケーシングの前記両側板との位置を実質的
に一致させた際、前記第２の本体側ドッキングコネクタと接続する位置に設けられている
。
　前記目的を達成するための第３の情報処理装置は、前記第２の情報処理装置において、
前記ポートリプリケータケーシングの前記底板に接触する天板と、該天板と対向している
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底板とを有し、該天板と該底板との間隔が、前記ファイルベースステーションの前記天板
と前記底板との間隔と実質的に同じである高さ調整台を備える。
　前記目的を達成するための第４の情報処理装置は、以上のいずれかの情報処理装置にお
いて、前記外部記憶装置は、前記ファイルベースステーションケーシングから脱着可能で
、前記本体と信号の受送信を行なうためのコネクタを有し、前記本体ケーシングの表面に
は、前記外部記憶装置の前記コネクタと直接又は間接的に接続可能な外部記憶装置コネク
タが設けられている。
　また、前記目的を達成するための第５の情報処理装置は、前記第２及び第３のいずれか
の情報処理装置において、前記外部記憶装置は、前記ファイルベースステーションケーシ
ングから脱着可能で、前記本体と信号の受送信を行なうためのコネクタを有し、前記本体
ケーシングの前記前板、前記背板及び前記両側板のうち、いずれかの板には、前記外部記
憶装置の前記コネクタと直接又は間接的に接続可能な外部記憶装置コネクタが設けられ、
前記ファイルベースステーションケーシングには、前記第１の本体側ドッキングコネクタ
と前記ファイルベースステーション側ドッキングコネクタとを直接接続した際、前記本体
ケーシングに設けられている外部記憶装置コネクタの少なくとも一部を蓋うコネクタ接続
規制片が設けられている。
　また、前記目的を達成するための第６の情報処理装置は、以上のいずれかの情報処理装
置において、前記情報処理装置本体と前記ファイルベースステーションとが両者の前記ド
ッキングコネクタで直接接続されている際、一方に対して、他方との接続を離そうとする
方向へ該一方の自重がかかっても、両者の接続を維持できる機械的連結手段を備える。
　また、前記目的を達成するための第７の情報処理装置は、前記第２、第３、及び第５の
いずれかの情報処理装置において、前記情報処理装置本体と前記ファイルベースステーシ
ョンとが両者のドッキングコネクタで接続されている際、一方に対して、他方との接続を
離そうとする方向へ該一方の自重がかかっても、両者の接続を維持できる機械的連結手段
を備え、前記機械的連結手段は、先端部に係合部が形成され、前記ファイルベースステー
ションケーシングの前記天板から該係合部が出没自在に、該ファイルベースステーション
ケーシングに設けられている連結具と、前記本体ケーシングの底板に設けられ、前記連結
具の前記係合部と係合する被連結具とを備える。
　前記目的を達成するための第８の情報処理装置は、前記第２、第３、第５、及び第７の
いずれかの情報処理装置において、前記ポートリプリケータケーシングの前記前板には、
高温空気取入口が形成される。
　前記目的を達成するための第９の情報処理装置は、以上のいずれかの情報処理装置にお
いて、前記本体は、外部電力を受け入れるための外部電源コネクタ及び／又はバッテリと
、電源スイッチと、該外部電源コネクタ及び／又は該バッテリに電源線で接続されている
と共に該電源スイッチに信号線で接続されている電源制御手段とを備える。
　また、前記目的を達成するための第１０の情報処理装置は、前記第９の情報処理装置に
おいて、前記ファイルベースステーションは、外部電力を受け入れるための外部電源コネ
クタを有し、前記第１の本体側ドッキングコネクタと前記ファイルベースステーション側
ドッキングコネクタとが接続された際、前記ファイルベースステーションの前記外部電源
コネクタは、該第１の本体側ドッキングコネクタ及び該ファイルベースステーション側ド
ッキングコネクタを介して、前記本体の前記電源制御手段と電源線で接続される。
　また、前記目的を達成するための第１１の情報処理装置は、前記第９及び第１０のいず
れかの情報処理装置において、前記ポートリプリケータは、外部電力を受け入れるための
外部電源コネクタを有し、前記第２の本体側ドッキングコネクタと前記ポートリプリケー
タ側ドッキングコネクタとが接続された際、前記ポートリプリケータの前記外部電源コネ
クタは、該第２の本体側ドッキングコネクタ及び該ポートリプリケータ側ドッキングコネ
クタを介して、前記本体の前記電源制御手段と電源線で接続される。
　前記目的を達成するための第１２の情報処理装置は、前記第９から第１１の情報処理装
置において、前記ファイルベースステーションは、電源スイッチを有し、前記第１の本体
側ドッキングコネクタと前記ファイルベースステーション側ドッキングコネクタとが接続
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された際、前記ファイルベースステーションの前記電源スイッチは、該第１の本体側ドッ
キングコネクタ及び該ファイルベースステーション側ドッキングコネクタを介して、前記
本体の前記電源制御手段と信号線で接続される。
　前記目的を達成するための第１３の情報処理装置は、前記第９から第１２のいずれかの
情報処理装置において、前記ポートリプリケータは、電源スイッチを有し、前記第２の本
体側ドッキングコネクタと前記ポートリプリケータ側ドッキングコネクタとが接続された
際、前記ポートリプリケータの前記電源スイッチは、該第２の本体側ドッキングコネクタ
及び該ポートリプリケータ側ドッキングコネクタを介して、前記本体の前記電源制御手段
と信号線で接続される。
　前記目的を達成するための第１４の情報処理装置は、以上のいずれかの情報処理装置に
おいて、キー溝が一方の端面に形成されている内筒と、該内筒の他方の端面に固定されて
いるフック部と、該キー溝にキーが挿入されると該内筒を回転可能に、該キー溝に該キー
が挿入されないと該内筒を回転不能に、該内筒を収納する外筒とを有するシリンダ錠を備
え、前記外筒は、前記内筒の前記一方の端面が露出する一方の端面、及び該内筒の前記他
方の端面に固定されているフック部が突出する他方の端面を有し、前記本体と前記ファイ
ルベースステーションと前記ポートリプリケータとのうち少なくとも一つは、該一つのケ
ーシング内に収納可能であると共に該ケーシングから離脱可能で、該ケーシング内への収
納時において、その端面が該ケーシングから露出するデバイスを有し、前記ケーシングに
は、前記シリンダ錠の前記フック部が該ケーシングに対して特定の回転角のときに挿入可
能で、該フック部が一旦挿入されると該特定の回転角度にならない限り抜けなくなるロッ
ク孔が形成され、前記ロック孔は、前記ケーシングの表面のうち該ロック孔に前記シリン
ダ錠の前記フック部が挿入された際、該シリンダ錠の前記外筒の前記他方の端面が、前記
ケーシング内に挿着されている前記デバイスの前記端面に接触し得る位置に形成される。
　前記目的を達成するための第１５の情報処理装置は、前記第１４の情報処理装置におい
て、前記シリンダ錠の前記外筒には、特定の物に連結するための連結部を有する連結ワイ
ヤが、取り付けられているものである。
　前記目的を達成するための第１６の情報処理装置は、以上のいずれかの情報処理装置に
おいて、前記本体ケーシングは、前記キーボードのキーフェイスが露出する天板を有し、
少なくとも該天板の外表面には、抗菌処理が施される。
　前記目的を達成するための情報処理装置本体は、キーボード、ＣＰＵ、メモリ、これら
を搭載する本体ケーシング、及び、該本体ケーシングに取り付けられている表示装置、を
有する情報処理装置本体において、複数の外部記憶装置を搭載しているファイルベースス
テーションと信号及び電力の受送信を行なうための第１の本体側コネクタと、複数のコネ
クタを搭載しているポートリプリケータと信号の受送信を行なうための第２の本体側ドッ
キングコネクタとを備える。
　前記目的を達成するためのファイルベースステーションは、キーボード、ＣＰＵ、メモ
リ、これらを搭載する本体ケーシング、及び、該本体ケーシングに取り付けられている表
示装置、を有する情報処理装置本体に、取り付けられるファイルベースステーションにお
いて、複数の外部記憶装置と、外部電力を受け入れるための外部電源コネクタと、前記外
部電源コネクタから受け入れた電力を前記情報処理装置本体へ送るためのものであると共
に、該情報処理装置本体と信号の受送信を行なうためのドッキングコネクタと、前記外部
記憶装置を収納すると共に、前記外部電源コネクタ及び前記ドッキングコネクタが搭載さ
れているケーシングとを備える。
　ここで、前記ファイルベースステーションは、前記情報処理装置本体と前記ファイルベ
ースステーションとが両者の前記ドッキングコネクタを介して接続されているときに、該
情報処理装置本体と共に該ファイルベースステーションを起動させる電源スイッチを有し
ていてもよい。
　前記目的を達成するためのポートリプリケータは、キーボード、ＣＰＵ、メモリ、これ
らを搭載する本体ケーシング、及び、該本体ケーシングに取り付けられている表示装置、
を有する情報処理装置本体に、取り付けられるポートリプリケータにおいて、外部機器と
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の信号接続を行なうための複数のコネクタと、外部電力を受け入れるための外部電源コネ
クタと、前記外部電源コネクタから受け入れた電力を前記情報処理装置本体へ送るための
ものであると共に、該情報処理装置本体と信号の受送信を行なうためのドッキングコネク
タと、複数の前記コネクタ、前記外部電源コネクタ、及び前記ドッキングコネクタが搭載
されているケーシングとを備える。
　ここで、前記ポートリプリケータは、前記情報処理装置本体と前記ポートリプリケータ
とが両者の前記ドッキングコネクタを介して接続されているときに、該情報処理装置本体
を起動させる電源スイッチを有していてもよい。
　また、他の目的を達成するための情報処理装置は、ＣＰＵと、外部記憶装置と、キーボ
ードを構成する複数のキースイッチと、天板を有し、該ＣＰＵ及び該外部記憶装置を収納
すると共に該天板から複数の該キースイッチのキーフェイスが露出するケーシングと、を
備えている情報処理装置において、前記ケーシングの前記天板は、複数の前記キーフェイ
スが露出している部分から、前記キーボードを正当に操作する前方へ伸びている部分を有
し、該部分の一部がパームレスト部を形成し、前記外部記憶装置は、前記ケーシング内で
あって、前記天板の前記パームレスト部の下部に収納され、前記天板の前記パームレスト
部の少なくとも外表面は、無機系抗菌剤が施される。ここで、複数の前記キースイッチの
前記キーフェイスにも、無機系抗菌剤を施してもよい。
　前記他の目的を達成するための他の情報処理装置は、ＣＰＵと、キーボードを構成する
複数のキースイッチと、天板を有し、該ＣＰＵを収納すると共に該天板から複数の該キー
スイッチのキーフェイスが露出するケーシングと、を備えている情報処理装置において、
前記ＣＰＵは、前記ケーシング内であって、複数の前記キースイッチのうちのいずれかの
下部に収納され、複数の前記キースイッチの前記キーフェイスは、無機系抗菌剤が施され
ている。ここで、前記ケーシングの前記天板の外表面にも、無機系抗菌剤を施してもよい
。
　また、前記他の目的を達成するための以上のいずれかの情報処理装置において、前記無
機系抗菌剤は、Ａｇ系抗菌剤であることが好ましい。
　また、前記他の目的を達成するための以上のいずれかの情報処理装置において、前記無
機系抗菌剤は、アルミノ珪酸塩にＡｇイオンを付与したものであってもよい。
　更に他の目的を達成するための情報処理装置又は情報処理関連装置は、一の端面を有し
ているデバイスと、該デバイスが離脱可能に、該一の端面が露出している状態で該デバイ
スを収納するケーシングと、を備えている情報処理装置又は情報処理関連装置であって、
キー溝が一方の端面に形成されている内筒と、該内筒の他方の端面に固定されているフッ
ク部と、該キー溝にキーが挿入されると該内筒を回転可能に、該キー溝に該キーが挿入さ
れないと該内筒を回転不能に、該内筒を収納する外筒と、一端が該外筒に取り付けられ、
他端に特定の物に連結するための連結部が形成されている連結ワイヤと、を有するシリン
ダ錠で、前記ケーシングの搬送が制限される情報処理装置又は情報処理関連装置において
、前記ケーシングには、前記シリンダ錠の前記フック部が該ケーシングに対して特定の回
転角のときに挿入可能で、該フック部が一旦挿入されると該特定の回転角度にならない限
り抜けなくなるロック孔が形成され、前記ロック孔は、前記ケーシングの表面のうち、該
ロック孔に前記シリンダ錠の前記フック部が挿入された際、該シリンダ錠の前記外筒の前
記他方の端面が、前記ケーシング内に装着されている前記デバイスの前記一の端面に接触
し得る位置に形成される。
　本発明によれば、情報処理装置を、本体とファイルベースステーションと多数のケーブ
ルが接続されるポートリプリケータとを有して構成したので、本体を単独で搬送する場合
でも、本体と共にファイルベースステーションを搬送する場合でも、ポートリプリケータ
から、本体のみ、又は、本体とファイルベースステーションとを外せば、ポートリプリケ
ータに接続されている多数のケーブルを外す手間を省くことができる。
【符号の説明】
【００７４】
　１０…情報処理装置本体、１１…ＣＰＵ、１２…主メモリ、２８…電源制御回路（電源
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制御手段）、３９，８６，１０９…外部電源コネクタ、４０，１１０…電源スイッチ、４
７…キーボード、４９…ＨＤ・Ｄ、４９ａ…ＨＤ・Ｄの前端面、５０，１６３，１６４…
バッテリ、５７…被連結ナット（被連結具）、５８…本体側Ｐ／Ｒドッキングコネクタ（
第２の本体側ドッキングコネクタ）、５９…本体側Ｂ／Ｓドッキングコネクタ（第１の本
体側ドッキングコネクタ）、６０…本体ケーシング、６１…（本体ケーシングの）天板、
６３…（本体ケーシングの）底板、６４…ピン穴、６５…（本体ケーシングの）前板、６
６…（本体ケーシングの）背板、６７…（本体ケーシングの）左側板、６７ｂ…フック孔
、６７ｃ…ＨＤ・Ｄ挿着口、６８…（本体ケーシングの）右側板、７８…表示装置、８０
…ファイルベースステーション、８１…ケース付きＦＤ・Ｄ、８３…ＣＤ－ＲＯＭ・Ｄ、
８７…連結ボルト（連結具）、８７ａ…ネジ部（係合部）、８８…連結摘み、８９…Ｂ／
Ｓ側本体ドッキングコネクタ、９０…Ｂ／Ｓケーシング、９１…（Ｂ／Ｓケーシングの）
天板、９３…（Ｂ／Ｓケーシングの）底板、９５…（Ｂ／Ｓケーシングの）前板、９５ｃ
…前板位置決め片、９６…（Ｂ／Ｓケーシングの）背板、９６ｃ…背板位置決め片、９７
…（Ｂ／Ｓケーシングの）左側板、９７ｃ…左側板位置決め片（コネクタ接続規制片）、
９８…（Ｂ／Ｓケーシングの）右側板、９９…逃げ部、１００…ポートリプリケータ、１
１８…Ｐ／Ｒ側本体ドッキングコネクタ、１２０…Ｐ／Ｒケーシング、１２１…（Ｐ／Ｒ
ケーシングの）天板、１２３…（Ｐ／Ｒケーシングの）底板、１２５…（Ｐ／Ｒケーシン
グの）前板、１２５ａ…高温空気取入口、１２６…（Ｐ／Ｒケーシングの）背板、１２７
…（Ｐ／Ｒケーシングの）左側板、１２８…（Ｐ／Ｒケーシングの）右側板、１２９…ピ
ンガイド片、１４０…接続補助機構、１４１…接続補助ピン、１４４…レバー、１５０…
高さ調整台、１５１…（高さ調整台の）天面、１５９…ピンガイド片支持部、１６１…Ｌ
Ｓ－１２０・Ｄ、１６２…ＺＩＰ・Ｄ、１７０…シリンダ錠、１７１…内筒、１７２…キ
ー溝、１７３…フック部、１７４…外筒、１７５…連結ワイヤ、１７５…連結部。
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